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審査会合審査会合審査会合審査会合におけるコメントにおけるコメントにおけるコメントにおけるコメント

No. コメント内容

コメント

時期

頁

1

海上ボーリングの年代決定に関して，特にＮＰＤ９帯の上部が新しい年代になる可能性について検討するため，ヒアリン

グにて珪藻化石の産出リストを提示すること。

４月１６日

審査会合

２

2

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底

地形が低くなっているので，断層がないか検討すること。また，Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域について，対応する破

砕帯がないか確認すること。

４月１６日

審査会合

１３

３５

3

Ｆ－９断層南端のＮｏ．１２．５測線やＦ－７断層及びＦ－８断層・ｆ－１２断層南端のＮｏ．１１．５－２測線において，Ｃ層中

の内部構造が西傾斜を示し，東緩傾斜の海底地形と逆傾向を示していることから，東方に背斜構造等大きな構造がな

いか確認すること。

４月１６日

審査会合

５２
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１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて

No. コメント内容

コメント

時期

頁

1

海上ボーリングの年代決定に関して，特にＮＰＤ９帯の上部が新しい年代になる可能性について検討するため，ヒアリン

グにて珪藻化石の産出リストを提示すること。

４月１６日

審査会合

２

2

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底

地形が低くなっているので，断層がないか検討すること。また，Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域について，対応する破

砕帯がないか確認すること。

４月１６日

審査会合

１３

３５

3

Ｆ－９断層南端のＮｏ．１２．５測線やＦ－７断層及びＦ－８断層・ｆ－１２断層南端のＮｏ．１１．５－２測線において，Ｃ層中

の内部構造が西傾斜を示し，東緩傾斜の海底地形と逆傾向を示していることから，東方に背斜構造等大きな構造がな

いか確認すること。

４月１６日

審査会合

５２
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D-Ⅴ NPD9帯*3

Ⅱb コナラ亜属

Ⅰc カバノキ属、ハンノキ属

D-Ⅱ NPD8帯 Ⅰb 針葉樹のトウヒ属
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観察

珪藻分析

*4

花粉化石

0

-10

-60

-70

深度

（m）

T.P.

（m）

-20

-30

-40

-50

-78.75

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 20 40 60 80 100

深
度

（
Ｇ

Ｌ
-

ｍ
）

平均値（Ｎ/ｍｍ）

針貫入試験

-35.05m

-113.80

-40

-50

-60

-70

-80

-90

-100

-110

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 100 200 300 400 500 600

（×10
- 5

SI）

帯磁率測定

大年寺層

（D1層下部）
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＊４ 珪藻化石分帯はYanagisawa and Akiba(1998)による。

＊１：Neodenticula kamtschaticaが認められ、Neodenticula koizumii(NPD8-9；FAD:3.5-3.9Ma～LAD:2.0Ma)、が認められないことから，ＮＰＤ７Ｂｂ亜帯に対比される

＊２：Neodenticula kamtschaticaとNeodenticula koizumiiの共存が確認されたことから、NPD8帯に対比される

＊３：Neodenticula koizumiiおよびNeodenticula seminaeが認められたことから、NPD9帯に対比される

� 海上ボーリングの結果は以下のとおり。

コメント内容【No.1】

海上ボーリングの年代決定に関して，特にＮＰＤ９帯の上部

が新しい年代になる可能性について検討するため，ヒアリン

グにて珪藻化石の産出リストを提示すること。

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【コメントコメントコメントコメント概要概要概要概要】】】】
第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-1 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P15) 一部加筆・修正
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試料番号(深度)→ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

Range N-1 N-2 N-3 N-4 N-5 N-6 N-7 N-8 N-9 N-10 N-11 N-12 N-13 N-14 N-15 N-16 N-17 N-18 N-19 N-20

Species
Age／NPD Zone

Salinity pH Current

Yanagisawa and Akiba(1998)

Actinocyclus oculatus Jouse Euh    E..Plio.-E..Pleist.(NPD7Bb-10) A, Eurysaprobic,Cold-Cool Water 1 1 - - - 1 - - 1 1 - 1 - 1 1 - - 1 - - 

Koizumia tatsunokuchiensis  (Koizumi) Yanagisawa Euh    L.Mio.-L.Plio.(NPD6A-10) Cold-Cool Water - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 

Neodenticula kamtschatica  (Zabelina) Akiba & Yanagisawa Euh    L.Mio.-L.Plio.(7A-8:7.6-2.6/2.7Ma) Cold-Cool Water - - - - - 1 - - - 1 1 2 1 1 2 2 - - 7 1

Neodenticula  cf. kamtschatica  (Zabelina) Akiba & Yanagisawa Euh    L.Mio.-L.Plio.(7A-8:7.6-2.6/2.7Ma) Cold-Cool Water - 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - 

Neodenticula koizumii  Akiba & Yanagisawa Euh    L..Plio.(NP8-9:3.9/3.5-2.0Ma) Cold-Cool Water - - - - - 2 - - - - - - - 1 - - - - 7 - 

Neodenticula koizumii  Akiba & Yanagisawa(Oval form) Euh    L..Plio.(NP8-9:3.9/3.5-2.0Ma) Cold-Cool Water - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 

Neodenticula cf. koizumii  Akiba & Yanagisawa Euh    L..Plio.(NP8-9:3.9/3.5-2.0Ma) Cold-Cool Water - - - - - - - - - - - 1 - - - - 1 - - - 

Neodenticula seminae  Akiba & Yanagisawa Euh    L..Plio.-Pleist.(NPD9-12:2.4Ma～) Cold-Cool Water - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - 

Neodenticula seminae  (Closed Copula) Akiba & Yanagisawa Euh    L..Plio.-Pleist.(NPD9-12:2.4Ma～) Cold-Cool Water - - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - 

Neodenticula  spp. Euh    ≒L.Mio.-Pleist. ≒Eurysaprobic, A - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

Nitzschia reinholdii Kanaya & Koizumi Euh    L.M.-M.Ple.(NPD7A-11) Subtropical-tropical - - - - - - - - - - - - - - 1 - - 1 - - 

Proboscia barboi  (Brun) Jordan et. Priddle Euh    M.M.-M.Ple.(NPD5B-11) Cold-Cool Water - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - 

Stephanopyxis  spp. Euh    not diagnostic Eurysaprobic - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 1

Thalassiosira antiqua (Grun.) Cleve Euh    L.M.-E.Ple.(NPD7A-10) A,B , Cold-Cool Water - 1 - 1 - 1 - - - 1 1 - - - - - - - 2 - 

Thalassiosira convexa  Muchina Euh    L.M.-L.Pli.(NPD7A-9) Subtropical-tropical - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - 1 2

Thalassiosira oestrupii (Osten.) Proskina-Lavrenko et Hasle Euh    L.M.-Rc.(NPD7Bb-12) Eurysaprobic, A - - - 1 - 4 - - - - - - - 1 - - - - 2 - 

Thalassiosira zabelinae Jouse Euh    L.M.-L.Pli.(NPD6B-9) Cold-Cool Water - - - - - 1 - - - - 1 - - - - 1 - - 1 - 

Abundance       A:abundant, C:common, F:few, R:rare, VVR VR NO VR F
VR F

VR F
VR C

VR VR R
VR VR R F F

VR

                    VR:vary rare, VVR:vary vary rare, No:barren

Preservation     G:good, M:moderate, P:poor, VP:vary poor VVP

VVP

(dissolve)

VP P P VP VVP VP VVP P VVP VVP VVP VVP VVP VP P P VVP

Diatom Zone (Yanagisawa and Akiba(1998))Diatom Zone (Yanagisawa and Akiba(1998))Diatom Zone (Yanagisawa and Akiba(1998))Diatom Zone (Yanagisawa and Akiba(1998)) ←NPD10? NPD10-9? ←NPD10? ←NPD10? ←NPD10?
NPD9 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 ≒NPD8 NPD8 ←NPD7

Time(Ma)Time(Ma)Time(Ma)Time(Ma) ←2.0? 2.0? ←2.0? ←2.0? ←2.0? 2.4-2.0

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

≒3.9/3.5-

2.7/2.6

3.9/3.5-

2.7/2.6

←7.6

←Early ←Early ←Early ←Early ←Early Early ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. ≒E.-L. E.-L. ←Late

Pleistocene? Pleistocene? Pleistocene? Pleistocene Pleistocene Pleistocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene Pliocene

凡例

  H.R.:塩分濃度に対する適応性    pH:水素ｲｵﾝ濃度に対する適応性  　C.R.:流水に対する適応性 環境指標種　

   Euh　　:海水生種               al-bi:真ｱﾙｶﾘ性種 　　           l-bi:真止水性種 　 A:外洋指標種　B:内湾指標種　C1:海水藻場指標種　C2:汽水藻場指標種　

   Euh-Meh:海水生種-汽水生種      al-il:好ｱﾙｶﾘ性種　　            l-ph:好止水性種 　 D1:海水砂質干潟指標種　D2:汽水砂質干潟指標種

   Meh　　:汽水生種               ind　:pH不定性種 　             ind :流水不定性種 　 E1:海水泥質干潟指標種　E2:汽水泥質干潟指標種　F:淡水底生種群（以上は小杉，1988）

   Ogh-hil:貧塩好塩性種           ac-il:好酸性種                  r-ph:好流水性種 　 G:淡水浮遊生種群　H:河口浮遊性種群　J:上流性河川指標種　K:中～下流性河川指標種　

   Ogh-ind:貧塩不定性種           ac-bi:真酸性種                  r-bi:真流水性種 　 L:最下流性河川指標種群　M:湖沼浮遊性種　N:湖沼沼沢湿地指標種　O:沼沢湿地付着生種

   Ogh-hob:貧塩嫌塩性種           unk　:pH不明種   　             unk :流水不明種  　P:高層湿原指標種群　Q:陸域指標種群　（以上は安藤，1990）

   Ogh-unk:貧塩不明種 　 S:好汚濁性種　U:広適応性種　T:好清水性種（以上はAsai,K. & Watanabe,T.1995）

　 RI:陸生珪藻（RA:A群,RB:B群、伊藤・堀内，1991）

産出率    　A:多い, C:普通, F:少ない, R:稀, VR:極稀, VVR:極々稀

保存状態　  G:良好, M:普通, P:不良, VP:著しく不良, VVP:極めて不良

Ecology

Ecology Index 10.40-

.45m

16.40-

.45m

24.90-

.95m

27.10-

.15m

32.30-

.35m

33.80-

.85m

34.50-

.55m

35.20-

.25m

36.30-

.35m

37.35-

.40m

47.10-

.15m

48.45-

.50m

53.15-

.20ｍ

56.55-

.60m

38.85-

.90m

39.85-

.90m

41.60-

.65m

42.50-

.55m

43.10-

.15m

45.30-

.35m

AgeAgeAgeAge

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて

珪藻化石の産出リストは，下のとおり。

� 「koizumii」と「seminae」の産出状況から，試料６（深度33.80～33.85m）はNPD9帯と判断される。

� NPD9帯以外に関しては，珪藻化石の産出状況，針貫入試験，花粉化石分析，コア観察の結果を総合的に検討し，判断している。

保存状態

産出率

この深度よりも浅いコアで「seminae」が

確認されている。

※ 「seminae」はNPD9帯の中盤～現在に生存

この深度よりも深いコアで

「koizumii」が確認されている。

※ 「koizumii」はNPD8～9に生存

「←」：それよりも後を意味する

「？」：年代等が確定的でないことを意味する

「 Ｅ」：earlyを示す

「 Ｌ」：lateを示す

「time（Ma）」の表記方法

≒3.9/3.5-2.7/2.6

⇒ （3.9～3.5Ma）から（2.7～2.6Ma）程度の年代

「koizumii」と「seminae」の両方が確認さ

れているため，NPD9と判断した。

「seminae」が確認されているため，

NPD9～10と判断した。
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【海上ボーリング】

水 深 約35m

掘進長 約80m

⇒Ｂ層及びＣ層を確認（次頁で説明）

【海底試料採取】

２箇所（10地点）

⇒Ｃ層を確認

※海上ボーリング及び海底試料採取の詳細は，『補足説明資料 １．１ 敷地周辺海

域の調査結果（p5～9）』に示す。

仙台湾

� 敷地周辺海域の地質層序を確認するため，仙台湾

において海上ボーリング及び海底試料採取を実施

した。

T-1W測線

T-1U測線

T
-
1
0
1
W

測
線

T-2W測線

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【海上海上海上海上ボーリング・ボーリング・ボーリング・ボーリング・試料採取位置試料採取位置試料採取位置試料採取位置】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-1 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P14)
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海上海上海上海上ボーリングボーリングボーリングボーリング位置位置位置位置

T1T1T1T1----UUUU測線測線測線測線（（（（右図範囲右図範囲右図範囲右図範囲））））

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【海上海上海上海上ボーリング①ボーリング①ボーリング①ボーリング①】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-1 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P16) 一部修正

T-1U

T-1U

→EW←

シルト～砂（更新統）

シルト岩～砂岩（大年寺層）

約約約約27m27m27m27m→→→→

凝灰岩（大年寺層）

78.8m78.8m78.8m78.8m→→→→

NPD10NPD10NPD10NPD10帯帯帯帯（（（（2.02.02.02.0～～～～1.01.01.01.0））））以降以降以降以降

NPD9NPD9NPD9NPD9帯帯帯帯（（（（2.72.72.72.7～～～～2222.0.0.0.0））））以降以降以降以降

NPD8NPD8NPD8NPD8帯帯帯帯（（（（3.93.93.93.9～～～～2.72.72.72.7））））以降以降以降以降

B
２

層の変形

BBBB
２２２２

層層層層

CCCC層層層層

海上ボーリング

海上ボーリング

岩質及び珪藻分析等から，深度約27mにB
２

層（更新統）

とC層（鮮新統～下部更新統）の境界が存在する

新

第

三

紀

鮮

新

世

大

年

寺

層

（

D

1

層

上

部

～

D

4

b

）

シ

ル

ト

岩

～

砂

岩

（

C

‐

1

）

第

四

紀

51.13m

凝

灰

岩

（

C

‐

2

）

34.50m

26.90m

更

新

世

後

期

シ

ル

ト

～

砂

（

B

）

15.80m

前

～

中

期

前

期

大

年

寺

層

(

D

4

c

)

地層区分

完新世

シ

ル

ト

（

A

）

5.17m

コア

観察
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� 大年寺層に酷似のシルト岩

� NPD8帯の珪藻化石等

・・・新第三系鮮新統

試料採取試料採取試料採取試料採取エリアエリアエリアエリア

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【海底試料採取海底試料採取海底試料採取海底試料採取】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P5)



8

仙台湾海上ボーリング(0~12m)

仙台湾海上ボーリング(12~23m)

調査位置

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【海上海上海上海上ボーリングボーリングボーリングボーリング柱状図柱状図柱状図柱状図①①①①】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P6)
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仙台湾海上ボーリング(23~35m)

仙台湾海上ボーリング(35~49m)

※24.2m-24.3m, 26.29-26.31m, 36.68-36.75m, 
46.85mにて火山灰の分析を行ったが，

同定には至らず

調査位置

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【海上海上海上海上ボーリングボーリングボーリングボーリング柱状図柱状図柱状図柱状図②②②②】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P7)
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仙台湾海上ボーリング(49~63m) 仙台湾海上ボーリング(63~79m)

※50.5m-50.6mにて火山灰の分析

を行ったが，同定には至らず

調査位置

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【海上海上海上海上ボーリングボーリングボーリングボーリング柱状図柱状図柱状図柱状図③③③③】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P8)
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新

第

三

紀

鮮

新

世

大

年

寺

層

（

D

1

層

上

部

～

D

4

b

）

シ

ル

ト

岩

～

砂

岩

（

C

‐

1

）

第

四

紀

51.13m

凝

灰

岩

（

C

‐

2

）

34.50m

26.90m

更

新

世

後

期

シ

ル

ト

～

砂

（

B

）

15.80m

前

～

中

期

前

期

大

年

寺

層

(

D

4

c

)

地層区分

完新世

シ

ル

ト

（

A

）

5.17m

コア

観察

0

-10

-60

-70

深度

（m）

T.P.

（m）

-20

-30

-40

-50

-78.75

-35.05m

-113.80

-40

-50

-60

-70

-80

-90

-100

-110

火山灰分析と
１４

Ｃ年代測定結果

各火山灰試料の特徴

� １４

Ｃ年代測定の結果，18.5m以深で測定限界，もしくは上位の

地層より新しい年代が測定されたため，データの信頼性がない

と判断し，18.5m以浅の年代を採用している。

T-1
T-2

T-3

T-4

T-5

� 本調査では屈折率等の測定を行ったが，文献によれば周辺におい

て有効な火山灰は見つかっておらず，分析を行った火山灰層の対比

は行えなかった。

扁平型火山ガラス

透明，平板状で突起が少ない

平滑なガラス

平板状で突起がないもの Ha

平板状の面に1～3本の直線状・曲線状の突起があるもの Hb

中間型火山ガラス

扁平型と多孔質型火山ガラス

との中間的な性質のガラス

平板状の面に曲線状の突起が比較的多くあり，Hb型とTa型の中間的なもの Ca

平板状の面に直線状平行な突起を3本以上（Tbよりも少ない）もつもの Cb

多孔質型火山ガラス

透明で気泡を多く含み，非常

に密に曲線状・直線状突起が

存在するガラス

不規則な多角形で，曲線状の突起が密にあるもの Ta

繊維状に直線状平行な突起が密にあるもの Tb

吉川（1976）による火山ガラスの形状分類

火山ガラスの割合（％）：各試料を，鉱物組成分析により，石英，長石類，重鉱物，火山ガラス，岩片，人工物に分類し，

火山ガラスの粒数％を計算したもの。

（吉川（1976）による）

１１１１．．．．珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石のののの産出産出産出産出リストについてリストについてリストについてリストについて 【【【【火山灰分析火山灰分析火山灰分析火山灰分析とととと
１４１４１４１４

ＣＣＣＣ年代測定結果年代測定結果年代測定結果年代測定結果】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について

（平成26年4月16日）より抜粋（P9) 一部加筆・修正
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（（（（余白余白余白余白））））
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２２２２．．．．Ｆ－Ｆ－Ｆ－Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの北西延長北西延長北西延長北西延長についてについてについてについて

No. コメント内容

コメント

時期

頁

1

海上ボーリングの年代決定に関して，特にＮＰＤ９帯の上部が新しい年代になる可能性について検討するため，ヒアリン

グにて珪藻化石の産出リストを提示すること。

４月１６日

審査会合

２

2

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底

地形が低くなっているので，断層がないか検討すること。また，Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域について，対応する破

砕帯がないか確認すること。

４月１６日

審査会合

１３

３５

3

Ｆ－９断層南端のＮｏ．１２．５測線やＦ－７断層及びＦ－８断層・ｆ－１２断層南端のＮｏ．１１．５－２測線において，Ｃ層中

の内部構造が西傾斜を示し，東緩傾斜の海底地形と逆傾向を示していることから，東方に背斜構造等大きな構造がな

いか確認すること。

４月１６日

審査会合

５２
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２２２２．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの北西延長北西延長北西延長北西延長にににについてついてついてついて 【【【【コメントコメントコメントコメント概要概要概要概要】】】】

N← →SN←

交-５

E層の両側で，海底地形に

高度差が生じている。

N←
→S

N←

交-５-２
E層の両側で，海底地形に

高度差が生じている。

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，東北電

力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。

交
-5

交
-5

-2

コメント内容【No.2】

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端

の交－５測線及び交－５－２測

線について，記録中央部のＥ層

の高まりの南側で海底地形が低

くなっているので，断層がないか

検討すること。また，Ｆ－６断層の

北西延長方向の陸域について，

対応する破砕帯がないか確認す

ること。

Ｆ－６断層

延長部

Ｆ－６断層

延長部

交-5測線において，Ｆ－６断層延長部

に断層は認められない。

交-5-2測線において，Ｆ－６断層延長部

に断層は認められない。

Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序
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Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

交-５測線のソノプローブ記録及び解釈断面図

ソノプローブ範囲

� 交-５測線のソノプローブの記録についても，スパーカーの記録と同様，

Ｅ層露岩域が確認でき，Ａ層中の構造も確認される。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【ソノプローブソノプローブソノプローブソノプローブ記録記録記録記録】】】】

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。

交-５測線

（スパーカー）
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Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

ソノプローブ範囲

� 交-５-２測線のソノプローブの記録についても，スパーカーの記録と同様，

Ｅ層露岩域が確認でき，Ａ層中の構造も確認される。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【ソノプローブソノプローブソノプローブソノプローブ記録記録記録記録】】】】

交-５-２測線のソノプローブ記録及び解釈断面図

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。

交-５-２測線

（スパーカー）
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（（（（余白余白余白余白））））
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交交交交-５５５５-２２２２

交交交交-５５５５

女川原子力女川原子力女川原子力女川原子力

発電所発電所発電所発電所

交-５及び交-５-２測線は，N-S及びNNW-SSE

方向の記録であるのに対して，この２測線付近

の等深線はNNE-SSW方向である。

� 交-５及び交-５-２測線は，N-S及びNNW-SSE方向

の記録であるのに対して，この２測線付近の等深線

はNNE-SSW方向である。

� 交-５及び交-５-２測線は，記録中央部に位置するＥ

層露岩域付近で50～60mの等深線と交差している。

� Ｆ－６断層北西延長部周辺に断層を示唆するような

海底地形は認められない。

Ｅ層露岩域→

交-５及び交-５-２測線は，これらの海底地形を忠

実に反映した記録である。なお，Ｆ－６断層北西

延長部周辺に断層を示唆するような海底地形は

認められない。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【海底地形図海底地形図海底地形図海底地形図】】】】

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）
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� E層露岩域を挟み，北側は早崎水道による狭く

て浅い削り込みとそれを埋積する堆積環境の場

であり，南側は鮫浦湾による広くて深い削り込

みとそれを埋積する堆積環境の場である。

� 記録中央部に位置するＥ層露岩域を境に，その

北と南では堆積環境が異なるため，水深に差が

生じたと判断される。

鮫浦湾

早崎水道

鮫浦湾

早崎水道

Ｆ－６断層

Ｆ－６断層

交-５-２

交-５

鮫浦湾

交-５

交-５-２

Ｆ－６断層

延長線

Ｆ－６断層

延長線

Ｆ－６断層

延長部

Ｆ－６断層

延長部

VE≒8

VE≒8

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【堆積構造堆積構造堆積構造堆積構造のののの検討検討検討検討：：：：南北断面南北断面南北断面南北断面】】】】

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

※ 本図は，海上保安庁が実施

した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，

解析・作成したものである。
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Ｆ－６断層

鮫浦湾

早崎水道

交－５

交－５－２

鮫浦湾

早崎水道

� E層露岩域を挟み，北側は早崎水道による狭くて浅い削り込みとそれを埋積

する堆積環境の場であり，南側は鮫浦湾による広くて深い削り込みとそれを

埋積する堆積環境の場である。

� 記録中央部に位置するＥ層露岩域を境に，その北と南では堆積環境が異なる

ため，水深に差が生じたと判断される。

VE≒8

VE≒8

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【堆積構造堆積構造堆積構造堆積構造のののの検討検討検討検討：：：：南北断面拡大南北断面拡大南北断面拡大南北断面拡大】】】】

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。
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鮫浦湾

早崎水道

Ｆ－６断層

Ｆ－６断層

Ｆ－６断層

早崎水道

鮫浦湾

鮫浦湾

� 海底地形は西から東へ緩やかに傾斜しており，一部，基盤（Ｅ層）の凹

凸に対応して堆積している状況が確認される。

� 鮫浦湾の中央部では，Ｂ層及びＣ層が厚く堆積している傾向がある。

� Ｆ－６断層延長部周辺において，断層を示唆するような海底地形は認

められない。

L-16-2,3

L-17-1

L-18-3

L-17-1

L-16-2,3

L-18-3

VE≒8

VE≒8

VE≒8

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【堆積構造堆積構造堆積構造堆積構造のののの検討検討検討検討：：：：東西断面東西断面東西断面東西断面】】】】

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

Ｆ－６断層

延長線

Ｆ－６断層

延長部

単独

断層

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。
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Ｆ－６断層

早崎水道

L-16-2,3

VE≒8

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【堆積構造堆積構造堆積構造堆積構造のののの検討検討検討検討：：：：東西断面拡大東西断面拡大東西断面拡大東西断面拡大①①①①】】】】

L-16-2,3

L-17-1

L-18-3

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

Ｆ－６断層

延長線

Ｆ－６断層

延長部

鮫浦湾

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。
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鮫浦湾

早崎水道

Ｆ－６断層

L-17-1

VE≒8

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【堆積構造堆積構造堆積構造堆積構造のののの検討検討検討検討：：：：東西断面拡大東西断面拡大東西断面拡大東西断面拡大②②②②】】】】

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

単独

断層

L-16-2,3

L-17-1

L-18-3

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。
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Ｆ－６断層

鮫浦湾
L-18-3

VE≒8

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【堆積構造堆積構造堆積構造堆積構造のののの検討検討検討検討：：：：東西断面拡大東西断面拡大東西断面拡大東西断面拡大③③③③】】】】

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

L-16-2,3

L-17-1

L-18-3

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。
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Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

断層

LLLL----18181818----3333

※ 本図は，海上保安庁が実施した海

上音波探査の記録を，東北電力㈱

が独自に編集，解析・作成したも

のである。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【LLLL----18181818----3333測線測線測線測線：：：：拡大拡大拡大拡大】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について（補足説明資料）

（平成26年4月16日）より抜粋（P36) 一部加筆

L-17-1

LLLL----18181818----3333

� L-18-3測線において，Ｆ－６断層の北西延長付近に断層は認められない。
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Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

� Ｆ－６断層の北西延長部に１測線のみで認められる断

層として，Ｌ－17-1測線において，Ｂ
２

層に変形が及ぶ

断層が推定される。断層

※本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【LLLL----17171717----1111測線測線測線測線：：：：拡大拡大拡大拡大】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について（補足説明資料）

（平成26年4月16日）より抜粋（P34) 一部加筆

LLLL----17171717----1111

LLLL----17171717----1111
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Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代
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四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

断層

LLLL----16161616----2,32,32,32,3

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。

F-6延長部

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【LLLL----16161616----2,32,32,32,3測線測線測線測線：：：：拡大拡大拡大拡大】】】】

第106回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合

資料2-2 女川原子力発電所敷地周辺陸域の活断層評価について（補足説明資料）

（平成26年4月16日）より抜粋（P35) 一部加筆

LLLL----17171717----1111

L-16-2,3

� L-16-2,3測線において，Ｆ－６断層及びＦ－６

断層の北西延長部に１測線のみで認められる

断層の延長付近に断層は認められない。
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２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【LLLL----16161616----2,32,32,32,3測線測線測線測線：：：：分割表示分割表示分割表示分割表示】】】】

Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

断層

LLLL----16161616----3333

� L-16-2,3測線において，Ｆ－６断層及びＦ－６

断層の北西延長部に１測線のみで認められる

断層の延長付近に断層は認められない。

LLLL----16161616----2222

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。
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W←→NS←

交交交交----5555 LLLL----16161616----2222

断層延断層延断層延断層延

長範囲長範囲長範囲長範囲

断層延断層延断層延断層延

長範囲長範囲長範囲長範囲

単独

断層

LLLL----16161616----2222

交交交交----5555

断層北西延長想定範囲

L-20

L-20L-17

単独断層

↓

F-6断層

↓

Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【交交交交----5555測線測線測線測線・・・・LLLL----16161616----2222測線測線測線測線】】】】

L-20測線及びL-17測線において，Ｅ層，Ｃ層及びＢ
２

層に

西上がりの系統的な変位または変形を及ぼしている断層

のパターンは，L-16-2測線及び交-5測線に認められない。

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。

L-20測線及びL-17測線において，Ｅ層，Ｃ層及びＢ
２

層に西上がりの系統的な変位または

変形を及ぼしている断層のパターンは，L-16-2測線及び交-5測線に認められない。

↓↓↓↓

L-16-2測線及び交-5測線において，Ｆ－６断層及びＦ－６断層の北西延長部に１測線のみ

で認められる断層の延長付近に，断層は認められない。

VE≒20
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VE≒8

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【早崎水道早崎水道早崎水道早崎水道についてについてについてについて】】】】

� L-16-2測線及び交-5測線において，断層は確認されないことから，Ｆ－６断層またはＦ－６断層の北西延長部に１測線のみ

で認められる断層が早崎水道の方向に延長することは考えられない。

� 念のため，さらに北西側に位置しているL-15-2測線についても断層の有無を確認するとともに，早崎水道を横断するソノプ

ローブ測線（Ⅷ-14）と寄磯崎と二股島の地質・地質構造についても確認を行った。

Ｆ－６断層及びＦ－６断層の北西延長部に１測線のみで認められる断層が早崎水道に延長する可能性について検討を行った。

寄磯崎寄磯崎寄磯崎寄磯崎

二股島二股島二股島二股島

↓↓↓↓

早崎早崎早崎早崎

水道水道水道水道

↓↓↓↓
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海域の地質層序

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【早崎水道早崎水道早崎水道早崎水道のののの地質構造地質構造地質構造地質構造：：：：LLLL----15151515----2222測線測線測線測線】】】】

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波

探査の記録を，東北電力㈱が独自に編集，

解析・作成したものである。

� L-15-2測線では，早崎水道の削り込みが確認さ

れるものの，断層は認められない。

早崎水道周辺の鳥瞰図

早崎早崎早崎早崎

水道水道水道水道

↓↓↓↓

早崎早崎早崎早崎

水道水道水道水道

↓↓↓↓

L-16-2,3

L-17-1

L-18-3

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

L-15-2

交-5-2

交-5

Ⅷ-14
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早崎早崎早崎早崎
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↓↓↓↓

左下図拡大範囲
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新
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代

海域の地質層序

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【早崎水道早崎水道早崎水道早崎水道のののの地形地形地形地形：：：：ⅧⅧⅧⅧ----14141414測線測線測線測線】】】】

※ 本図は，海上保安庁が実施した海上音波探査の記録を，

東北電力㈱が独自に編集，解析・作成したものである。

Ⅷ-14

� Ⅷ-14測線では，早崎水道の削り込みが東側に確認される。

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

Ⅷ-14

L-16-2,3

L-17-1

L-18-3

L-15-2

交-5-2

交-5

早崎水道周辺の鳥瞰図

早崎早崎早崎早崎

水道水道水道水道

↓↓↓↓
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（中生代 ジュラ紀 牡鹿層群）

この地図は，国土地理院発行の２万５千分の１地形図

（寄磯）を使用したものである。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【寄磯崎寄磯崎寄磯崎寄磯崎とととと二股島二股島二股島二股島のののの地質地質地質地質・・・・地質構造地質構造地質構造地質構造】】】】

滝沢ほか（1987）及び東北電力が作成した地質図から，二股島と寄磯崎の地質及び地質構造について検討を行った。

� 二股島と寄磯崎北東側は，ともに月の浦砂岩部層が分布している。

� 二股島と寄磯崎の褶曲構造は，ほぼ同じ方向である。

寄磯崎と二股島は同じ地質，地質構造を示していることから，その間に位置する早崎水道には少なくとも断層を推定する必要のあるような記載，

あるいは露頭観察結果は認められない。

寄磯崎と二股島の地質図（敷地近郷の地質図より抜粋）

寄磯崎と二股島の地質図（ 滝沢ほか（1987）に一部加筆）

早崎水道

早崎水道

Tk：月の浦砂岩部層 砂岩及び礫岩（中生代 ジュラ紀 牡鹿層群）

Sm：侍浜頁岩部層 頁岩（中生代 ジュラ紀 牡鹿層群）

Kt：狐崎砂岩頁岩部層 砂岩頁岩互層（中生代 ジュラ紀 牡鹿層群）

100m
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２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．１１１１ 海底地形海底地形海底地形海底地形のののの高度差高度差高度差高度差についてについてについてについて 【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】

コメント内容【No.2】

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底地形が低く

なっているので，断層がないか検討すること。

� 交-５及び交-５-２測線は，N-S及びNNW-SSE方向の記録で

あるのに対して，この２測線付近の等深線はNNE-SSW方向

であり，記録中央部に位置するＥ層の高まり付近で50～60m

の等深線と交差している。

� Ｆ－６断層北西延長部周辺に断層を示唆するような海底地形

は認められない。

交-５及び交-５-２測線は，記録中央部のE層の高まりを中心

に，等深線に対して斜めになっているため，南北で水深に差が

生じている。なお，Ｆ－６断層北西延長部周辺に断層を示唆す

るような海底地形は認められない。

� 交－５及び交－５－２測線の記録中央部のE層の高ま

りを挟み，北側は早崎水道による堆積環境の場であり，

南側は鮫浦湾による堆積環境の場である。

交－５及び交－５－２測線の記録中央部のE層の高まり

を境にして，その北と南では堆積環境が異なるため，水

深に差が生じたと判断される。

海底地形 堆積環境

交-５及び交-５-２測線において，Ｆ－６断層延長部に断層は認められない。

検討結果

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底地形

が低くなっているのは，断層による影響ではなく，Ｅ層の高まりを境に，その北と南で堆積・侵食環境が異なっていること，

それぞれの測線が等深線に対して斜めになっていることから生じたものである。

また，Ｆ－６断層北西延長部周辺に断層を想定させるような海底地形は判読されない。

なお，Ｆ－６断層及びＦ－６断層北西延長部に１測線のみで認められる断層が早崎水道の方向へ続いていないことを確

認した。
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２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて

No. コメント内容

コメント

時期

頁

1

海上ボーリングの年代決定に関して，特にＮＰＤ９帯の上部が新しい年代になる可能性について検討するため，ヒアリン

グにて珪藻化石の産出リストを提示すること。

４月１６日

審査会合

２

2

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底

地形が低くなっているので，断層がないか検討すること。また，Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域について，対応する破

砕帯がないか確認すること。

４月１６日

審査会合

１３

３５

3

Ｆ－９断層南端のＮｏ．１２．５測線やＦ－７断層及びＦ－８断層・ｆ－１２断層南端のＮｏ．１１．５－２測線において，Ｃ層中

の内部構造が西傾斜を示し，東緩傾斜の海底地形と逆傾向を示していることから，東方に背斜構造等大きな構造がな

いか確認すること。

４月１６日

審査会合

５２
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女川原子力女川原子力女川原子力女川原子力

発電所発電所発電所発電所

Ｆ－６断層北西延長部の地形図（海上保安庁水路部（1983）に一部加筆）

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【コメントコメントコメントコメント概要概要概要概要】】】】

コメント内容【No.2】

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び

交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高ま

りの南側で海底地形が低くなっているので，断層が

ないか検討すること。また，Ｆ－６断層の北西延長方

向の陸域について，対応する破砕帯がないか確認

すること。

Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域（寄磯崎）については，滝沢ほか

（1987）に同走向の断層（以下，「図幅断層」という）が記載されている。

そのため，この図幅断層について，その性状を明らかにするため，地

表踏査を実施した。

寄磯崎の地質図（滝沢ほか（1987）に一部加筆）

Ｆ－６断層の北西延長方向の陸

域で対応すると考えられる断層



37

� NNE走向で西傾斜（陸側傾斜）の頁岩（月の浦累層侍浜

頁岩部層）が分布している。

図幅断層記載範囲

90°回転

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側】】】】

空中写真（1975年撮影）（C TO-75-26 C29B-14）：国土画像情報（カラー空中写真）国土地理院

牡鹿町管内図１万分の１（昭和53年調製，平成3年修正）
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図幅断層記載範囲において，顕著な断層は認められない。

� NNE走向で西傾斜（陸側傾斜）の頁岩が分布している。

� 図幅断層記載範囲において，ひん岩が貫入している（走向・傾斜：N65゜W60゜N）ことが確認された。

� 貫入しているひん岩の走向方向から観察すると，頁岩は一定のみかけ傾斜を示しており，ひん岩の貫入を境に

傾斜の変化は確認されない。

図幅断層記載範囲

写真Ｂ→

ESE方向から

WNW方向を撮影

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側】】】】

図幅断層記載範囲

貫入しているひん岩の走向方向から観察すると，頁岩は一定のみかけ傾斜を

示しており，ひん岩の貫入を境に傾斜の変化は確認されない。

写真Ｂ

60N

N65W

写真Ａ

写真Ａ撮影方向

牡鹿町管内図１万分の１（昭和53年調製，平成3年修正）
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� NNE走向で西傾斜（陸側傾斜）の頁岩（月の浦累層侍浜頁岩部層）

が分布している。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側】】】】

90°回転

空中写真（1975年撮影）（C TO-75-26 C29B-14）

国土画像情報（カラー空中写真）国土地理院

牡鹿町管内図１万分の１（昭和53年調製，平成3年修正）
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� 地層は東側（海側）に傾斜しており，走向はNNE-SSW方向を示す。

� 中央部地層が削り込まれた部分には砂岩（月の浦累層侍浜頁岩部層）を挟んでおり，

砂岩層内部及び周囲の頁岩を切る逆断層センスのせん断面が確認される。

ひん岩が貫入してる

背斜状の構造が確認される。
層理面は一定の傾斜を示している。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側】】】】
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２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側寄磯崎東側】】】】

� 図幅断層記載範囲において，図幅断層と同方向のひん

岩の貫入が確認されるのみで，断層は認められない。

� また，図幅断層記載範囲よりも南側において，NNE-

SSW方向の３条の断層が確認された。

� NNE‐SSW方向の断層は，全体として西側が緩傾斜で，

東翼が急傾斜の非対称背斜構造を形成しており，褶曲

運動に関連して背斜軸部が切断されることによって形

成されたと推測される。

� 背斜軸（白一点破線）は，滑らかに連続的に追跡され，

軸のずれなどの構造の不連続は推定されない。

空中写真（1975年撮影）（C TO-75-26 C29B-14）：国土画像情報（カラー空中写真）国土地理院

牡鹿町管内図１万分の１

（昭和53年調製，平成3年修正）
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（（（（余白余白余白余白））））
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� 主に頁岩（月の浦累層侍浜頁岩部層）とそれに

貫入したひん岩が分布している。

図幅断層記載範囲

図幅断層記載範囲

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側】】】】

空中写真（1975年撮影）（C TO-75-26 C29B-14）国土画像情報（カラー空中写真）国土地理院

牡鹿町管内図１万分の１（昭和53年調製，平成3年修正）
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【南西側】

主に砂岩（月の浦累層侍浜頁岩部層）が分布し，緩い向斜構造が認められる。

【緩い向斜構造の東翼】

� 主に頁岩（月の浦累層侍浜頁岩部層）と

それに貫入したひん岩が分布し，急傾

斜の構造が認められる。

� 急傾斜の構造内に断層が確認される

（Ｂ：２条，Ｃ：１条）。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側】】】】

牡鹿町管内図１万分の１（昭和53年調製，平成3年修正）

図幅断層記載範囲

図幅断層記載範囲
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図幅断層記載範囲

拡大範囲

� ２条の断層が確認され（⑩及び⑪），それぞれ走向及び傾斜は，⑩N20゜E82゜E及び⑪N38゜E76゜Eであり，両方

とも破砕幅は3～5cmで固結している。

� ⑩の断層は頁岩の層理面に沿っていることから層面すべり断層，⑪の断層は層理面を鋭角に切っていること

から斜交断層と考えられる。

⑩及び⑪の断層付近には，層理面に沿ってひん岩が貫入している。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側】】】】

⑩ ⑪

図幅断層記載範囲
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� 緩い向斜構造の東翼が急傾斜とな

る境界付近に図幅断層と同方向の

断層が確認されるものの，走向及び

傾斜は，N37゜81゜W～N16゜W76゜W

であり，破砕幅は1cm以下で周囲の

母岩と一体化し固結している。

� 断層は，写真の手前下から奥上に

かけて（ＮＷ→ＳＥ）延長するが，断

層面は細かく湾曲する。

確認された断層は，頁岩，砂岩及び貫入したひん岩を鋭角に切るＳＷ上がりの

逆断層であり，変位量は見かけ上数10cmで，写真下端付近では数cmとなる。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側】】】】

図幅断層記載範囲

拡大範囲

図幅断層記載範囲
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２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側】】】】

空中写真（1975年撮影）（C TO-75-26 C29B-14）国土画像情報（カラー空中写真）国土地理院

牡鹿町管内図１万分の１（昭和53年調製，平成3年修正）

� 図幅断層付近は，全体にＮＥ－ＳＷ走向・ＳＥ傾斜の同斜構造を示す中で，局

所的にＮＮＥ－ＳＳＷ方向の軸を持ち，南側にプランジする小規模な向斜構造

が認められる。

� 向斜構造の西翼は，広範囲にわたって走向ＮＥ－ＳＷ，30～50°東傾斜で安

定している。

� 一方，東翼には更に規模の小さい非対称な背斜構造が認められ，軸部付近

にひん岩の貫入を伴う。

� この小規模な背斜構造の軸部付近では，地層は急傾斜を示しており，頁岩の

層理面に沿った層面すべり断層，層理面を鋭角に切る斜交断層及び図幅断

層と同方向の逆断層が確認される。

� この図幅断層と同方向の断層は，小規模な背斜軸部に位置するものの，破

砕部は周囲の母岩と一体化して固結しており，また変位量や破砕規模が小さ

いことから，寄磯崎の地質構造を規制するような断層とは考えがたい。
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（（（（余白余白余白余白））））
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２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側（（（（更更更更にににに北方北方北方北方のののの地質構造地質構造地質構造地質構造））））】】】】

� 主に頁岩（月の浦累層侍浜頁岩部層）が分布しており、一様に東南東傾斜している。

①

②

⑥

⑤

③

④
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２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．２２２２ 陸域陸域陸域陸域のののの地質構造地質構造地質構造地質構造についてについてについてについて 【【【【寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側寄磯崎西側（（（（更更更更にににに北方北方北方北方のののの地質構造地質構造地質構造地質構造））））】】】】

� 主に頁岩（月の浦累層侍浜頁岩部層）が分布しており、一様に東南東傾斜している。

� 図幅断層より北方の沿岸には顕著な断層は認められない。

①

②

⑥

⑤

③

④
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コメント内容【No.2】

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底地形が低くなっている

ので，断層がないか検討すること。また，Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域について，対応する破砕帯がないか確認すること。

【寄磯崎東側】

滝沢ほか（1987）で記載された断層範囲に，断

層は認められず，また，NNE-SSW方向の背斜

軸は連続的に認められる。

寄磯崎の地質図（滝沢ほか（1987）に一部加筆）

Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域（寄磯崎）について，滝沢ほか（1987）に同走向の断層が記載されていることから，この断層の性状を明ら

かにするため，地表踏査を実施した。

【寄磯崎西側】

滝沢ほか（1987）で記載された断層範囲

に，それと同方向の小規模な断層が確

認されたが，変位量や破砕規模から，滝

沢ほか（1987）で記載されている寄磯崎

の褶曲構造を規制するような断層とは考

え難い。

Ｆ－Ｆ－Ｆ－Ｆ－６６６６断層断層断層断層のののの北西延長方向北西延長方向北西延長方向北西延長方向のののの陸域陸域陸域陸域（（（（寄磯崎寄磯崎寄磯崎寄磯崎））））にににに，，，，対応対応対応対応するするするする断層断層断層断層はないものとはないものとはないものとはないものと判断判断判断判断されるされるされるされる。。。。

２．Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西延長について

２２２２．．．．３３３３ まとめまとめまとめまとめ
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３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて

No. コメント内容

コメント

時期

頁

1

海上ボーリングの年代決定に関して，特にＮＰＤ９帯の上部が新しい年代になる可能性について検討するため，ヒアリン

グにて珪藻化石の産出リストを提示すること。

４月１６日

審査会合

２

2

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層の北西端の交－５測線及び交－５－２測線について，記録中央部のＥ層の高まりの南側で海底

地形が低くなっているので，断層がないか検討すること。また，Ｆ－６断層の北西延長方向の陸域について，対応する破

砕帯がないか確認すること。

４月１６日

審査会合

１３

３５

3

Ｆ－９断層南端のＮｏ．１２．５測線やＦ－７断層及びＦ－８断層・ｆ－１２断層南端のＮｏ．１１．５－２測線において，Ｃ層中

の内部構造が西傾斜を示し，東緩傾斜の海底地形と逆傾向を示していることから，東方に背斜構造等大きな構造がな

いか確認すること。

４月１６日

審査会合

５２
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Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序

W←
W←

→E

W←

W←
→E

コメント内容【No.3】

Ｆ－９断層南端のNo.12.5測線やＦ－７断層及びＦ－８断層・

ｆ－１２断層南端のNo.11.5-2測線において，Ｃ層中の内部

構造が西傾斜を示し，東緩傾斜の海底地形と逆傾向を示し

ていることから，東方に背斜構造等大きな構造がないか確

認すること。

B層以上に変形を及ぼしている撓曲

B層以上に変位または変形を及ぼしている断層

凡例

C層中は西傾斜

海底地形は東傾斜

逆傾向

C層中は西傾斜

海底地形は東傾斜

逆傾向

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【コメントコメントコメントコメント概要概要概要概要】】】】
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� No.12.5測線及びNo.11.5-2測線よりも東側の大きな背斜構造等の有無について，旧石油公団の

M86-4測線（マルチチャンネル）で確認を行った。

2km

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【M86M86M86M86----4444測線測線測線測線】】】】
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2km

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【M86M86M86M86----4444測線測線測線測線】】】】

�M86-4測線は，旧石油公団が実施した海上音波探査（マルチチャンネル）の測線である。
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2km

No.12.5測線及びNo.11.5-2測線よりも東側の範囲

Ｆ－Ｆ－Ｆ－Ｆ－９９９９断層断層断層断層

推定位置推定位置推定位置推定位置

M86-4測線において大きな背斜構造等が確認されなかったため，コ

メントのあったNo.12.5測線及びNo.11.5-2測線の東側の範囲を拡大

して背斜構造等の有無について確認を行った。

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【M86M86M86M86----4444測線測線測線測線】】】】

� No.12.5測線及びNo.11.5-2測線よりも東方には大きな背斜構造

は確認されない。

� C層とD層の境界及びＣ層中の内部層理は海底地形と同様に東

緩傾斜の傾向を示している。

Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序
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NoNoNoNo....12121212....5555前回前回前回前回までのまでのまでのまでの表示範囲表示範囲表示範囲表示範囲

� No.12.5測線の東側について，

記録の表示範囲を拡大した。

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【No.12.5No.12.5No.12.5No.12.5測線測線測線測線】】】】
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NoNoNoNo....12121212....5555前回前回前回前回までのまでのまでのまでの表示範囲表示範囲表示範囲表示範囲

� No.12.5測線の東方には小規模

な背斜構造が確認された。

� この構造の西側ではＣ層の内

部層理がわずかに西傾斜して

いるが，東側ではＣ層の内部

層理がほぼ水平であることが

確認された。

� この小規模な背斜構造は，Ｄ

層上面の形状と調和的なＣ層

の内部層理の変形であるが，

Ｂ層とＣ層の境界は，海底地形

面とほぼ平行で，この構造によ

る影響が及んでいない。

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【No.12.5No.12.5No.12.5No.12.5測線測線測線測線】】】】

Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序
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NoNoNoNo....11111111....5555----2222

東北スパーカー前回前回前回前回までのまでのまでのまでの表示範囲表示範囲表示範囲表示範囲� No.11.5-2測線の東側に

ついて，記録の表示範囲

を拡大した。

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【No.11.5No.11.5No.11.5No.11.5----2222測線測線測線測線】】】】
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NoNoNoNo....11111111....5555----2222

東北スパーカー前回前回前回前回までのまでのまでのまでの表示範囲表示範囲表示範囲表示範囲

� No.11.5-2測線の東方には背

斜構造等は確認されなかった。

� 東側に拡大した記録の範囲内

においても，Ｃ層中にわずか

に西傾斜の傾向が確認される。

平坦な

内部層理

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【No.11.5No.11.5No.11.5No.11.5----2222測線測線測線測線】】】】

No.11.5-2測線において，背斜構

造等が確認されなかったため，さ

らに東側の構造を把握する目的

で，この測線の北側に位置してい

るNo.11-2,3測線の確認を行った。

Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新

第

三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序
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３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【No.11No.11No.11No.11----2,32,32,32,3測線測線測線測線】】】】

NoNoNoNo....11111111----2222,,,,3333

東北スパーカー

�No.11-2及びNo.11-3測線は，東北電力が実施したスパーカーによる海上音波探査の測線である。
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� No.11-2,3測線において，No.12.5測線及びNo.11.5-2測線の投

影範囲の東方には小規模な背斜構造が確認された。

� この構造の西側ではＣ層の内部層理がわずかに西傾斜して

いるが，東側ではＣ層の内部層理がほぼ水平であることが確

認された。

� この小規模な背斜構造は，Ｄ層上面の形状と調和的なＣ層の

内部層理の変形であるが，Ｂ層とＣ層の境界は，海底地形面

とほぼ平行で，この構造による影響が及んでいない。

Ｆ－７断層
Ｆ－８・ｆ－１２断層

No.12.5測線及びNo.11.5-2測線の投影範囲

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【No.11No.11No.11No.11----2,32,32,32,3測線測線測線測線】】】】

NoNoNoNo....11111111----2222,,,,3333

東北スパーカー

Ａ層

Ｂ層

Ｂ
１
層

Ｂ
２
層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

完新世

更新世

鮮新世

中新世

古第三紀

中 生 代

第

四

紀

新
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三

紀

地層名地層名地層名地層名地質時代地質時代地質時代地質時代

新

生

代

海域の地質層序
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【コメントNo.3】

Ｆ－９断層南端のNo.12.5測線やＦ－７断層及びＦ－８断層・ｆ－１２断層南端のNo.11.5-2測線において，Ｃ層中の内部構造が西傾斜を示し，東

緩傾斜の海底地形と逆傾向を示していることから，東方に背斜構造等大きな構造がないか確認すること。

No.12.5測線及びNo.11.5-2測線よりも東方に大きな背斜構造等の大きな構造がないか，

旧石油公団のM86-4測線（マルチチャンネル）で確認を行った。

� No.12.5測線及びNo.11.5-2測線よりも東方には大きな背斜構造はなく，C層とD層の

境界及びＣ層中の内部層理は海底地形と同様に東緩傾斜の傾向を示している。

No.12.5測線及びNo.11.5-2測線の表示範囲を拡大し，小規模な背斜構造等がないか確

認を行った。

No.11.5-2測線よりも東方の地質構造に

ついて， No.11-2,3測線で確認を行った。

� No.11-2,3測線の東側には小規模な

背斜構造が確認された。

� この構造の西側ではＣ層の内部層理

がわずかに西傾斜しているが，東側

ではＣ層の内部層理が海底地形と同

様に東緩傾斜の傾向を示している。

� なお，Ｂ層とＣ層の境界は，海底地形

とほぼ平行で，この構造による影響

が及んでいない。

３３３３．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－．Ｆ－６６６６断層断層断層断層～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－～Ｆ－９９９９断層断層断層断層のののの東側東側東側東側のののの構造構造構造構造についてについてについてについて 【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】

【 No.12.5 】

� No.12.5測線の東方には小規模な背斜

構造が確認された。

� この構造の西側ではＣ層の内部層理

がわずかに西傾斜しているが，東側で

はＣ層の内部層理がほぼ水平であるこ

とが確認された。

� なお，Ｂ層とＣ層の境界は，海底地形

面とほぼ平行で，この構造による影響

が及んでいない。

【 No.11.5-2 】

� No.11.5-2測線の東方には背斜構造等

は確認されなかった。

� 東側に拡大した記録の範囲内におい

ても，Ｃ層中にわずかに西傾斜の傾向

が確認される。

No.12.5測線及びNo.11.5-2測線よりも東方に

は，背斜構造等の大きな構造はないことを確

認した。

ただし，No.12.5測線及びNo.11.5-2測線の東

側に小規模な背斜構造が確認され，Ｃ層中

の内部構造が西傾斜を示しているのは，こ

の小規模な背斜構造によるごく限られた範

囲にみられるものである。

この小規模な背斜構造は，Ｂ層とＣ層の境界

にはその影響が及んでいないことから，活動

性を考慮する構造ではない。
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